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鼠
 

菊
を
つ
く
る
 

そ
れ
は
ま
た
華
麗
な
 

日
本
の
秋
を
つ
く
る
こ
と
で
も
あ
る
 

冬
を
前
に
も
う
土
づ
く
り
を
は
じ
め
る
 

春
が
く
る
と
丹
念
に
期
待
の
苗
を
育
て
 

夏
は
芽
を
摘
み
一
枚
の
葉
に
も
丹
精
を
こ
め
る
 

菊
が
自
分
か
自
分
が
菊
か
 

心
が
お
ど
り
ー
つ
に
溶
け
こ
む
日
が
続
く
 

や
が
て
一
年
の
成
果
が
み
の
り
開
花
す
る
 

一
服
し
な
が
ら
花
に
話
し
か
け
る
 

楽
し
い
ひ
と
と
き
で
あ
る
 

す
が
す
が
し
い
空
気
が
花
と
人
を
包
み
 

も
う
あ
た
り
は
美
し
い
秋
で
あ
る
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菊
薫
る
季
節
と
な
り
ま
し
た

が
こ
と
し
も
五
所
川
原
市
文
化

祭
を
、
文
化
の
日
を
中
心
に
開

催
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
 

主
な
参
加
範
囲
は
、
市
文
化

振
興
会
議
（
会
長

増
田

桓
一

氏
）
に
所
属
す
る
団
体
の
方

々

で
す
が
、

一
般
市
民
の
作
品
も

例
年
多
く
展
示
さ
れ
好
評
を
え

て
い
ま
す
の
で
、
こ
と
し
も
盛

会
が
予
想
さ
れ
て
い
ま
す
。
 

市
民
の
み
な
さ
ま
の
多
数
の

参
観
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
の

で
、
お
誘
い
あ
わ
せ
て
お
出
で
 

く
だ
さ
い
。
も

ち
ろ
ん
入
場
は

無
料
で
す
。
 

皮
切
り
は
十

月
二
十
八
日
、
 

九
時
か
ら
十
六

時
ま
で
、
市
民
 

文
化
会
館
に
お
い
て
川
柳
大
会

が
開
か
れ
ま
し
た
が
、
こ
の
大

会
は
県
下
の
大
会
に
な
り
、
各

地
か
ら

柳
人
が
当
市
 
に
集
ま

り
、
大
会
の
運
営
は
岩
木
吟
社

が
担
当
し
ま
し
た
。
十

一
月
一
一

日
三
日
、
九
時
か
ら
十
六
時
ま

で
は
華
道
展
が
市
民
文
化
会
館

二
階
で
開
か
れ
ま
す
。
こ
れ
に

は
小
原
流
、
池
の
坊
、
遠
州
流

各
派
の
代
表
的
作
品
が
展
示
さ

①
 
れ

ま
す
。
 

書
道
展
は
十

一
月
ニ
日
三
日
四

日
、
九
時
か
ら
十
六
時
ま
で
市

民
文
化
会
館
ニ
階
で
、
十

一
月
 
 

ニ
日
三
日
四
日
五
日
の
九
時
か

ら
十
六
時
ま
で
は
、
市
民
文
化

会
館
ロ
ビ
ー
で
盆
栽
会
、
菊
花

展
が
開
か
れ
、
か
の
盆
栽
会
晩

香
会
の
方
々
が
丹
精
こ
め
た
作

品
を
展
示
し
て
い
ま
す
。
 

一
方
、
洋
画
展
は
十

一
月
一
一

日
三
日
四
日
、
九
時
か
ら
十
七

時
ま
で
中
三
ギ
ヤ
ラ
リ
ー
で
開

か
れ
、
市
洋
画
研
究
会
員
の
力

作
が
展
示
さ
れ
ま
す
し
、
丸
キ

の
ホ
ー
ル
で
は
潮
友
会
の
魚
拓

展
が
同
じ
日
時
で
開
か
れ
て
い

ま
す
。
 

さ
て
文
化
の
日
の
当
日
は
中

央
公
民
館
、
三
道
会
館
を
会
場

に
九
時
か
ら
十
六
時
ま
で
市
民

茶
会

が
開
か
れ
ま
す
。
 
表
千

家
、
裏
千
家
、
遠
洲
会
の
各
流

が
そ
れ
ぞ
れ
の
席
を
設
け
て
、
 

実
際
に
お
茶
を
サ
ー
ビ
ス
し
ま

す
。
各
流
共
通
の
 「
お
茶
券

l」
 

（
二
百
円
）
が
発
行
さ
れ
て
い

ま
す
の
で
ご
利
用
く
だ
さ
れ
ば

な
お
楽
し
さ
も
加
わ
る
こ
と
と

考
え
ま
す
。
 

俳
句
大
会

も
こ
の
日
 
（
三

日
）
 
に
開か
れ
ま
す
。
こ
と
し

は
少
し
趣
を
か
え
て
、
会
場
を
 
 

飯
詰
高
楯
城
跡
、
妙
竜
寺
の
閑

静

な
場
所
を
予
定
し

て
い
ま

す
。
市
の
俳
句
会
が
運
営
責
任

を
と
り
県
下
の
大
会
に
な
り
ま

す
の
で
、
こ
れ
ま
た
盛
会
が
期

待
で
き
ま
す
。
 

次
に
市
内
に
あ
る
文
化
碑
め

ぐ
り
も
こ
の
日
 
（
三
日
）九
時

か
ら

行
な
わ
れ
ま
す
。

こ
れ

は
、
元
町
に

あ
る
若
山

牧
水

碑
、
錦
町
の
八
木
隆

一
郎
碑
、
 

松
島
小
学
校
 
々
庭
の
 
和
田
山

蘭
、
加
藤
東
離
の
碑
、
飯
詰
法

林
寺
境
内
の
内
海
草
披
の
碑
、
 

津
軽
フ
ラ
ワ

ー
 

セ
ン
タ
ー
内
の

上
原
げ
ん
と
碑

を
め
ぐ
り
、
清

掃
、
参
拝
し
そ

れ
ぞ
れ
の
遺
徳

を
偲
ぶ
と
い
う
 

趣
好
で
行
な
わ
れ
る
も
の
で
す

ど
な
た
で
も
参
加
で
き
ま
す
の

で
、
九
時
ま
で
に
市
民
文
化
会

館
前
に
お
出
で
く
だ
さ
い
。
 マ

イ
ク
ロ
バ
ス
な
ど
で
出
発
し
ま

す
。
 

な
ん
と
 
い
っ
て
も
こ
の
 日
 

（
三
日
）
 
の圧
巻
は
九
時
か
ら

市
民
文
化
会
館
大
ホ
ー
ル
で
開

か
れ
る
芸
能
等
の
 
発
表
会
で

す
。
長
富
奴
踊
保
存
会
の
奴
踊

と
民
謡
 
（九
時
一
一十
分
ー
十

時
）
、
宝
生
会
の
謡
曲
（
十
時
 

ー
十
時
ニ
十
五
分
）
、
ド
レ
ミ

会
の
ピ
ア
ノ
 
（十
時
二
十
五
分
 
 

ー
十
一
時
二
十
五
分
）
若
草
会

の
ピ
ア
ノ
 （
十
一
時
二
十
五
分
 

ー
十
ニ
時
十
五
分
）
、
双
葉
会

の
等
曲

（
十
二時
十
五
分
ー
十

三
時
）
棟
方
パ
レ

ェ
研
究
会
の

バ
レ

ェ
 
（
十
三
時五
分
ー
十
四

時
五
分
）
 ア
カ
ネ
バ
レ

ュ
会
の

バ
レ

エ
 
（
十
四
時
十
分ー
十
四

時
五
十
五
分
）
、
綾
扇
会
の
日

本
舞
踊
（
十
五
時
ー
十
七
時
）
 

と
続
い
て
詩
吟
同
好
会
の
詩
吟

剣
舞
（
十
七
時
五
分
ー
十
七
時

三
十
五
分
）
 
で終
了
し
ま
す
。
 

こ
こ
も
入
場
無
料
で
す
の
で
ご

ゆ
っ
く
り
ご
観
覧
く
だ
さ
い
。
 

そ
し
て
、
県
下
短
歌
大
会
が

中
央
公
民
館
を
会
場
年
一

日

九
時
か
ら
十
六
時
ま
で
開
か
れ

全
旧
程
を
終
り
ま
す
が
、
郷
土

館
を
会
場
に
考
古
展
は
期
間
中

開
か
れ
て
い
ま
す
。
と
く
に
こ

と
し
は
、
先
程
発
掘
さ
れ
た
原

子
遺
跡
の
土
器
も
展
示
さ
れ
ま

す
の
で
ご
期
待
く
だ
さ
い
。
 

市
文
化
祭
も
こ
と
し
で
第
十

三
回
を
数
え
、
年
毎
に
盛
況
に

な
っ
て
い
ま
す
が
、
市
民
総
参

加
の
行
事
と
な
る
に
は
、
ま
だ

時
間
が
か
か
り

そ
う
 
です
。
 

各
会
で
は
ひ
と
り
で
も
多
く
の

会
員
を
と
希
望
し
て
い
ま
す
の

で
、
こ
の
機
会
に
興
味
あ
る
会

に
入
会
し
た
い
方
は
遠
慮
な
く

申
し
込
ん
で
下
さ
い
。
事
務
局

は
市
中
央
公
民
館
に
あ
り
ま
す
 

市
文
化
祭
開

く
 



ー
 
市
の

四
十
八
年
度
の
 
「文
化
 

q
 
褒
賞
」
と
「
市
褒
賞
」
に
秋
元

省
三
氏
ら
七
氏
が
決
ま
り
、
十

一
月
三
日
「
文
化
の
日
」
に
授

賞
式
が
お
こ
な
わ
れ
ま
す
。
 

ま
た

「文
化

褒
賞
」
 
と
「
 

市
褒
賞
」
を
受
賞
し
た
配
偶
者

の
内
助
の
功
に
報
い
る
た
め
夫

人
に
「
内
助
功
労
章
」
を
贈
り

ま
す
。
 

こ
と
し
二
回
目
を
む
か
え
た
 

「
文
化褒
賞
」
に
は
、
郷
土
史

の
研
究
に
没
頭
し
、
地
方
の
史

実
の
究
明
に
生
涯
を
さ
さ
げ
る

秋
元
省
三
氏
、
市
の
書
道
界
に

新
風
を
お
く
り
古
文
書
の
研

究
、
解
読
を
通
じ
て
文
化
の
振

興
に
つ
く
す
泉
潤
太
郎
氏
、
医

師
と
t
て
社
会
に
奉
仕
す
る
一

方
で
茶
道
を
通
じ
市
の
文
化
の

向
上
に
つ
く
す
江
渡
哲
哉
氏
の

三
氏
。
 
「
市
褒
賞
」
は
、
地
方

自
治
伸
展
に
つ
く
し
た
工
藤
直

蔵
氏
、
農
業
の
振
興
に

つ
く
し
 

ょ
、た
小
剰
山
作
太
郎
氏
、
地
方
自

治
の
向
上
に
つ
と
め
た
仙
庭
栄

八
氏
、
地
域
住
民
の
保
健
指
導

に
そ
の
手
腕
を
発
揮
し
た
三
上

克
比
氏
の
四
氏
で
す
。
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．
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文
化
褒
賞
 
郷

土
史
を
発
掘
 

同
じ
年
、
県
文
化
財
保
護
協
会
の
設
立
に
伴
な
い
常
任
理
事
に
推
挙
さ
れ
た
。
 昭
和
三
十
五
年
か
ら
「
1
 

年
間
、
文
部
省
の
依
頼
で
西
北
五
地
方
の
「
埋
蔵
文
化
財
包
蔵
地
の
分
布

」
に
つ
い
て
調
査
、
報
告
。
 「
 

平
山
日
記
」
の
解
読
筆
写
、
 
「
新
岡
累
代
日
記
」
 
（
両
日
記
は
県
文
化
財
保
護
協
会
か
ら
刊
行
済
）
の
研

究
執
筆
を
精
力
的
に
な
し
と
げ
た
。
飯
詰
「
長
円
寺
の
焚
鐘
」
、
 
「
浅
井
の
獅
子
き

を
県
重
要
文
化
財

と
し
て
指
定
を
う
け
る
た
め
東
奔
西
走
。
 市
の
依
頼
で
前
田
野
目
の
登
窯
の
発
掘
に
成
功
し
、
須
恵
器
の

登
窯
所
在
の
北
限
説
を
変
え
る
貴
重
な
資
料
と
な
っ
た
。
 

古
文
書
に
通
じ
 

泉

潤

太
郎

氏
 
（
七
二
）
 市
内
岩
木
町

一
七
番
地
四
号

書
道
師
範
。
雅
号

「
無
味
」
。
 「泉
書
道
院
」
を
開
い
て
い
る
。
 

地
方
の
交
通
運
輸
の
開
発
に
秀
れ
た
手
腕
も
発
揮
。
昭
和
三
年
印
刷
業
を

創
設
し
、
こ
ん
に
ち
な
お
業
界
で
活
躍
し
て
い
る
。
大
正
十
二
年
、
書
道

に
志
し
天
賦
の
資
質
と
不
屈
の
努
力
で
市
の
書
道
界
に
新
風
を
お
く
る
。
 

そ
の
流
達
な
書
風
は
、
多
く
の
共
感
を
呼
ん
で
い
る
。
 

J
 
昭
和
四
十
四
年
、
日
本
書
作
家
協
会
と
県
書
道
連
盟
か
ら
書
道
師
範
の

ん
 
，

1
1
 
ー
ノコ
 
ー
ー
ノ三
一
，
f
り声
1
“
く
Iノ
ニ
巴
1、1
コ
‘j
lー
三
，
、
ユ
自
育
‘
 

さ
 
認
定
を
受
け
る
。
翌
年
全
日
本
書
道
展
で
秀
作
賞
、
四
十
七
年
に
は
県
美
 

」
 
術
展
覧
会
で
奨
励
賞
の
受
賞
に
輝
や
い
た
o
 

古
今
の
書
を
よ
く
す
る
こ
と
は
古
文
書
の
研
究
、
解
読
に
も
通
じ
、
こ

の
道
の
講
師
と
し
て
の
力
量
も
ま
た
す
ぐ
れ
て
い
る
，
市
文
化
財
審
議
委

員
会
の
設
置
と
と
も
に
委
員
に
も
委
嘱
さ
れ
、
文
化
財
の
発
見
と
保
護
に
も
専
門
的
な
識
見
を
発
揮
す
る

氏
は
ま
た
、
俳
句
を
よ
く
し
、
数
々
の
秀
句
を
も
の
に
し
た
．
人
間
性
の
深
さ
豊
か
さ
を
求
め
て
や
ま

な
い
。
現
在
、
五
所
川
原
印
刷
株
式
会
社
専
務
取
締
役
、
市
立
高
等
看
護
学
院
書
道
講
師
、

市
文
化
財
審

議
委
員
。
 
内

助
功
労
章
 

夫

人

セ
キ

さ
ん
 
常
に

夫
を
助
け
、
家
庭
を
守
っ
て
後
顧
の
憂
を
 

与
え
る
こ
と
な
く
こ
ん
に
ち
に
至
っ
て
い
る
。
 

茶
道
と
ド

ク
ト

ル
 
ノ
 

江

渡

哲

哉

氏
（
七

六
）
 
市
内
旭
町
七
番
地
 

(
 

医
学
博
士
。
慶
大
医
学
部
卒
。
昭
和
十
二
年
、
現
在
地
に
江
渡
医
院
を
 

開
業
。
当
時
、
亡
国
病
と
ま
で
い
わ
れ
た
結
核
の
予
防
と
治
療
に
献
身
的

な
努
力
を
傾
け
た
。
こ
の
調
査
研
究
は
学
界
に
発
表
し
て
注
目
さ
れ
て
い

た
。
北
五
医
師
会
の
副
会
長
、
会
長
と
し
て
十
年
の
長
き
に
わ
た
る
活
躍

は
、
西
北
五
地
方
の
医
療
の
中
心
都
市
と
し
て
の
基
盤
づ
く
り
を
推
進
し

た
も
の
と
高
く
評
価
さ
れ
て
い
る
。
国
民
健
康
保
険
の
主
旨
の
徹
底
と
運

営
に
積
極
的
な
活
動
を
続
け
、
市
民
の
健
康
管
理
に
も
尽
力
。
氏
の
日
常

生
活
の
信
条
で
あ
る
「
社
会
奉
仕
の
理
念
」
は
、
そ
の
実
践
を
通
し
て
関

係
者
に
感
銘
を
与
え
て
い
る
。
 

茶
道
に
通
じ
、
裏
千
家
の
集
い
で
あ
る
淡
交
会
青
森
県
支
部
の
支
部
長

を
つ
と
め
る
。
 「茶
道
」
は
一
般
社
会
人
も
気
軽
に
楽
し
む
べ
き
も
の
と
の
信
条
か
ら
、
会
員
を
動
員
し

て
茶
席
を
設
け
、
茶
道
の
社
会
浸
透
を
は
か
る
。
現
在
、
県
立
五
所
高
校
医
、
結
核
審
査
委
員
な
ど
。
 

内

助
功
労
章
 

夫
人

せ
つ

さ
ん
 
結
婚

以
来
夫
唱
婦
随
、
陰
に
日
向
に
夫
を
助
け
て
内
助
の

誉
れ
高
い
。
 

一市

褒

賞
一
 
地
方
白
裕
を
伸

展
 

一
氏
 
八

八
）
市
内
浅
ザ
」
 

秋

元
省
三

氏
（
八

四
）
市
内
大
町

一
番
地
「
喜
 

大
正
七
年
春
、
病
気
の
た
め
教
員
を
退
職
。
以
来
、
郷
土
史
の
研
究
に

氏
 
没
頭
。
と
く
に
西
北
地
方
の
町
村
の
起
源
、
津
軽
新
田
開
発
の
史
実
な
ど

巨
 
の
究
明
に
生
涯
の
熱
情
を
傾
け
て
い
る
。
昭
和
三
十
年
、
津
軽
考
古
学
会
 

移

誠
立
剖
窓
嘉
む

勲
釦

蔵
会
剥を
助け
て
副
会
知と
な
るo
 

秋
 
当
時
発
表
し
た

「
相
馬
大
作
事
件
の
真
相
」
は
県
内
に
高
く
評
価
さ
れ
て

い
る
。
 



I
I
 

難 

③
 

市政ダイヤル 
その日の 

行事や予定は 

編”⑤4321 

蔵
 

工
 

大
正
十
二
年
春
、
推
さ
れ
て
長
橋
村
村
長
に
就
任
o

五
年
間
勤
め
た
o
 

麟
 
を
辞
任
し
た
昭
和
二
年
、
村
～烈

員
と
し
て
村
政
に
参
与
し
、
実
に
十
六

醸
 
年
の
長
き
に
わ
た
っ
て
地
方
自
治
向
上
の
た
め
献
身
的
な
努
カ
を
続
け
た
 

当
時
長
橋
村
の
信
用
販
売
購
買
利
用
組
合
長
と
し
て
も
手
腕
を
揮
い
、
 

卿
 
昭
和
二
年
か
ら
長
橋
村
消
防
‘
L

粗
頭
と
し
て
十
四
年
間
も
尽
力
o

村
長
 

地
方
農
業
の
発
展
に
尽
し
た
努
力
も
高
く
評
価
さ
れ
た
o

こ
の
た
め
、
再

び
推
さ
れ
て
長
橋
村
長
に
就
任
。
戦
後
、
そ
の
識
見
と
学
識
を

か
わ
れ
て
昭
和
ニ
十
六
年
長
橋
村
農
業
委

員
会
会
長
に
、
昭
和
二
十
九
年
十
月
、
町
村
合
併
初
の
市

選
挙
管
理
委
員
会
委
員
長
を
勤
め
た
o
 

産
業
組
合
長
時
代
、
当
時
長
橋
村
が
県
内

一
の
貯
蓄
の
実
績
を
あ
げ
た
こ
と
は
特
筆
さ
れ
て
い
る
o
現

在
、
 
浅
井
老
人
ク
ラ
ブ
真
寿
会
会
長
。
 

農
業
を
振
興
 

小

栗

山

作

太
郎

氏

（
八
ニ
）
 
市
内
小
曲
字
沼
田

一
二
の
二

大
正
八
年
、
農
業
団
体
の
役
員
と
し
て
第

一
歩
を
踏
み
出
す
o

と
ん
に

ち
ま
で
、
五
十
有
余
年
の
間

そ
の
職
責
に
専
念
o
氏
の

業
績
に
つ
い
て

は
、
こ
れ
ま
で
の
数
知
れ
な
い
受
賞
に
よ
っ
て
も
顕
著
で
あ
る
o
 

農
業
の
振
興
と
農
民
の
地
位
の
向
上
に
全
生
命
を
か
け
て
活
躍
o

昭
和

二
十
二
年
か
ら
農
地
改
革
制
度
の
円
滑
な
運
営
と
達
成
に
努
力
し
、
と
く

に
青
森
県
の
農
地
改
革
史
の
編
さ
ん
は
高
く
評
価
さ
れ
て
い
る
o
 

地
方
自
治
と
教
育
関
係
、
さ
ら
に
土
地
改
良
事
業
、
そ
の
他
の
要
職
を

も
歴
任
し
て
き
た
。
現
在
、
川
除
村
第
一
農
協
組
合
長
、
市
農
業
委
員
、
 

西
津
軽
地
区
産
米
改
良
協
会
会
長
な
ど
。
昭
和
四
十
四
年
十

一
月
「
勲
五

等
瑞
宝
章
」
受
章
。
昭
和
四
十
五
年
十
一
月
「
青
森
県
褒
賞
」
を
受
賞
し

て
い
る
。
 
 

内

助

功
労
章
 

夫
人

ふ
み
さ

ん
 
結
婚
以
来
、

数
々
の
要
職
を
も
つ
夫
を
助
け
、
 

夫
の
職
務
遂
行
の
た
め
大
き
な
力
と
な
っ
た
。
 地

方
自
治
を
確
立
 

表
彰
推
せ
ん
 

委
員
会
委
員
 

秋
田
長
兵
衛
、
阿
部
芳
五
郎
、
 

阿
部
菊
野
、
石
岡
義
雄
、
小
野

雄
蔵
、
角
田
昭
三
、
坂
本
庸
一

平
山
金
三
郎
、
増
田
桓
一
、
村

上
純
一
 （

敬
称
略
、
順
不
同
）
 

そわさん 	仙庭栄八氏 

を
受
け
て
い
る
。
 

仙
庭

栄
八

氏

（
八
七
）
 
市
内
松
野
木
字
花
笠
「
う
番
地

昭
和
三
年
金
木
町
助
役
を
振
り
出
し
に
地
方
行
政
に
敏
腕
を
発
揮
。
そ

の
す
ぐ
れ
た
人
格
識
見
を
嘱
望
さ
れ
、
昭
和
六
年
か
ら
十
年
近
く
小
泊
村

長
を
勤
め
た
。
昭
和
十
六
年
、
郷
里
の
長
橋
村
に
帰
り
、
推
さ
れ
て
村
議

会
議
員
を

一
期
勤
め
た
あ
と
村
長
に
当
選
。
二
期
目
に
昭
和
二
十
九
年
の

町
村
合
併
の
リ
ー
ダ

ー
と
し
て
奔
走
し
、

一
町
六
カ
村
を
合
併
し
た
「
五

所
川
原
市
」
誕
生
に
全
力
を
傾
注
し
た
。
合
併
後
「
回
目
の
市
議
選
に
当

選
。
同
年
市
議
会
議
長
に
就
任
し
、
以
後
辞
職
す
る
ま
で
の
六
年
間
議
長

の
重
職
を
勤
め
あ
げ
た
。
氏
の
、
地
方
自
治
の
確
立
と
市
政
振
興
心
マ
献

し
た
功
績
は
図
り
知
れ
な
い
。
昭
和
三
十
四
年
二
月
「
県
褒
賞
」
、
三
十

五
年
三
月
「
藍
綬
褒
賞
」
受
章
、

四
十
年
四
月
‘「勲

五
等
双
光
旭
日
章
」
 !
 

内
助

功
労
章
 

夫
人

そ

わ
さ
ん
 
夫
の
実

に
四
十
有
余
年
に
わ
た
る
政
治
 

活
動
は
、
夫
人
の
内
助
の
功
に
負
う
と
こ
ろ
が
大
き
い
。
 

！
氏
 

》
 

，
 

一此
 

三

上
克

比

氏
（
八
六

）
 
市
内
旭
町
六
五
番
地
 

．克
 

証
 
明

治
四
十
五
年
「
復
明
堂
」
医
院
を
開
業
o

ひ
と
り
医
院
の
経
営
に
と

ど
ま
ら
ず
、
大
正
七
年
以
降
学
校
医
と
し
て
長
年
に
わ
た
り
児
童
生
徒
の

健
康
保
持
と
体
位
の
向
上
に
尽
力
し
た
。
 一
方
で
、
昭
和
十
ニ
年
四
月
、
 

五
所
川
原
町
会
議
員
に
当
選
し
、
四
期
に
わ
た
り
町
政
に
活
曜
。
町
村
合
併
に
よ
る
「
五
所
川
原
市
」
誕

生
の
推
進
力
と
も
な
っ
た
。
三
十
年
間
、
北
郡
医
師
会
理
事
、
青
森
県
医
師
会
代
議
員
と
し
て
活
躍
し
た

昭
和
二
十
三
年
ニ
月
に
は
、
日
本
医
師
会
代
議
員
に
当
選
、
二
期
四
年
間
に
わ
た
り
日
本
医
学
界
で
活

躍
。
昭
和
三
十
一
年
か
ら
九
年
間
勤
め
た
北
郡
医
師
会
会
長
と
し
て
は
、
地
域
住
民
の
保
健
指
導
に
そ
の

手
腕
を
い
か
ん
な
く
発
揮
し
た
。
四
十
四
年
十
一
月
「
勲
五
等
瑞
宝
章
」
受
章
。
 

自
治
と
保
健
指
導
 

ふみさん 	小栗山作太郎氏 



鳴
命
 米
生
産
調
整

農
『
の
休
耕
奨
励
補
 

穏
助
金
は
、
こ
と
 

し
限
り
で
打
切

ら
れ
る
た
め
、
 

潜

准

世
（
れ
 

鞭
務
灘
 

．嬢

選
ば
な
け
れ
ば
 

難
な
り
ま
せ
ん
。
 

こ
の
た
め
、
 

休
耕
し
て
い
る
 

細
繊
雑
 

菱
ま
で
休
耕
し
て
 

議
の
ど

ち
ら
か
を
 

難
 

難
競
麟
 

新
米
の
出
荷
が
始
ま
っ
た
五

所
川
原
駅
構
内
で
、
ド
バ
ト
に

ま
ぢ
っ
て
ス
ズ
メ
も
そ
の
お
こ

ぼ
れ
を
啄
ん
で
い
る
姿
を
見
か

け
ま
す
。
 

こ
の
ス
ズ
メ
は
、
農
家
か
ら

嫌
わ
れ
害
鳥
に
さ
れ
て
い
ま
す

が
、
食
性
調
査
に
よ
る
と
穀
類

三
八
・
四
％
、
野
草
の
種
子
四

六
・
六
％
、
昆
虫
八
・

一
％
、
 

そ
の
他
六
・
九
％
で
四
月
か
ら
 

九
月
ま
で
の
繁
殖
期
に
は
昆
虫

を
中
心
に
動
物
質
を
多
く
と
り

一
巣
の
ひ
な
が
成
長
す
る
ま
で

に
親
鳥
は
約
八
千
匹
の
虫
を
与

え
る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
 

ス
 
ズ
 
メ
 

（
ス
ズ

メ
科
）
 

こ
の
嫌
わ
れ
者
の
ス
ズ
メ
も

立
て
混
ん
だ
市
街
地
に
住
ん
で

い
る
人
に
と
っ
て
は
、
こ
ん
な

庶
民
的
な
鳥
は
他
に
な
く
、
ど
 

ん
な
狭
い
庭
先
で
も
遊
び
に
く

る
し
、
騒
音
や
公
害
に
悩
む
人

に
潤
い
を
与
え
て
く
れ
ま
す
。
 

農
家
に
と
っ
て
困
り
も
の
の

ス
ズ
メ
も
、
あ
れ
こ
れ
総
合
し

て
み
る
と
ス
ズ
メ
の
功
罪
は
六

分
の
有
益
性
が
あ
る
と
思
わ
れ

ま
す
。
 

ス
ズ
メ
の
分
布
は
、
人
家
の

な
い
山
地
や
高
山
、
森
林
を
除

い
て
は
、
日
本
全
国
に
生
息
し

て
い
ま
す
。
 

④
 撒

露
講
豪
湧
譲
農
家
は
明
年
休

耕
田
の
復
元
な
ど
で
、
こ
れ
ま

で
に
な
い
忙
し
さ
が
予
想
さ
れ

ま
す
。
 

こ
の
よ
う
な
春
先
の
予
想
さ

れ
る
混
乱
を
で
き
る
だ
け
緩
和

し
て
明
年
の
稲
作
復
元
を
容
易

に
す
る
た
め
、
こ
と
し
休
耕
田

の
秋
起
し
を
お
勧
め
し
ま
す
。
 

市
議
会
第
四
回
定
例
会
は
九

月
二
十
一
日
か
ら
十
月
三
日
ま

で
の
十
三
日
間
に
わ
た
っ
て
開

か
れ
ま
し
た
。
 

提
出
さ
れ
た
議
案
は
十
五
件
 

（
う
ち議
員
提
出
に
よ
る
も
の

一
件
）
報
告

一
件
で
そ
の
大
要

は
つ
ぎ
の
と
お
り
で
す
。

・・
 

△
四
十
七
年
度
病
院
事
業
会
計
 

、
，・
 

秋
の
作
業
は
 

△
水
は
け
が
よ
く
、
秋
起
し

が
で
き
る
よ
う
な
休
耕
田
は
、
 

秋
起
し
作
業
を
す
ま
せ
る
 

△
秋
起
し
が
で
き
な
い
と
こ

は
、
秋
の
う
ち
に
雑
草
処
理
、
 

か
ん
木
な
ど
の
抜
き
と
り
、
あ

る
い
は
畦
畔
や
水
路
な
ど
の
補

修
を
す
ま
せ
て
お
く
 

秋
起
し
の
利
点
 

△
こ
れ
ま
で
の
 復
元
田
 
で

は
、
ガ
ス
発
生
に
よ
る
根
ぐ
さ

れ
な
ど
の
生
育
障
害
を
起
し
て

い
る
例
が
あ
る
が
、
秋
起
し
を

す
れ
ば
す
き
込
ま
れ
た
雑
草
の

腐
熟
が
す
す
み
、
こ
れ
ら
の
障

害
が
少
な
く
な
り
ま
す
 

△
雑
草
の
防
除
、
害
虫
の
駆

除
に
役
立
ち
ま
す
 

△
有
機
物
が
増
加
し
、
水
田

の
土
の
状
態
が
ょ
く
な
り
ま
す

△
明
春
の
ト
ラ
ク
タ
ー
や
労

力
の
調
整
に
役
立
ち
、
休
耕
田

の
稲
作
復
元
が
す
す
め
や
す
く

な
り
ま
す
 

水
道
事
業
会
計
決
算
の
認
定

△
昭
和
四
十
八
年
度

一
般
会
計

補
正
予
算
二
億
八
百
五
十
五
万

五
千
円
を
追
加
、
総
額
を
三
十

億
八
千
十
七
万
八
千
円
と
し
ま

し
た
。
 

△
国
民
健
康
保
険
、
高
等
看
護

学
院
、
病
院
事
業
会
計
、
水
道

事
業
会
計
の
補
正
予
算
 
 

秋
起
し
作
業
に
補
助
金
 

△
県
で
は
、
休
耕
田
の
秋
起

し
作
業
を
す
す
め
る
た
め
、
四

十
八
年
度
に
単
純
休
耕
や
寄
託

休
耕
を
し
た
水
田
を
秋
起
し
し

た
農
家
に
対
し
て
確
認
の
う
え

十
ァ
ー
ル
当
り
二
千
円
を
交
付

す
る
予
定
で
す
 

△
秋
耕
し
て
二
千
円
の
交
付

を
受
け
た
農
家
に
対
し
、
明
年

の
稲
の
作
付
を
確
認
し
た
う
え

で
さ
ら
に
一
千
円
程
度
の
追
加

交
付
を
す
る
考
え
で
検
討
を
す

す
め
て
い
ま
す
 

△
秋
起
し
を
や
ら
ず
雑
草
処

理
、
か
ん
木
の
抜
き
と
り
、
畦

畔
、
水
路
の
補
修
だ
け
を
や
っ

た
場
合
は
、
補
助
金
は
交
付
さ

れ
ま
せ
ん
。
 

な
お
、
秋
起
し
を
実
施
す
る

農
家
は
、
十

一
月
十
五
日
ま
で
 

「
秋
起
し実
施
申
請
書
」
を
市

農
林
課
に
提
出
し

て
く
だ
さ

い
。
用
紙
は
当
課

に
あ

り
ま

す
。
 

△
市
税
条
例
の

一
部
改
正
 
特

別
土
地
保
有
税
を
新
設
の
た
め

改
正
し
ま
し
た
 

△
職
員
の
給
与
に
関
す
る
条
例

の

一
部
改
正
 

△
病
院
事
業
職
員
の
特
殊
勤
務

手
当
に
関
す
る
条
例
の

一
部
改

正
 

△
市
営
に
よ
る
土
地
改
良
事
業

施
行
の

一
部
変
更
 

△
市
営
に
よ
る
土
地
改
良
事
業

の
施
行
 

章
 

小
企
業
融
資
 

小
企
業
者
の
経
営
改
善
を
促

進
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
制

度
で
十
月
十

一
日
か
ら
実
施
し

て
い
ま
す
。
 

※
融
資
の
対
象
と
条
件

常
時
雇
用
者
が
商
業
、
サ

ー
 

ビ
ス
業
で
は
ふ
た
り
以
下
、
製

造
業
、
な
ど
は
五
人
以
下
の
小

企
業
者
で
、
次
に
該
当
す
る
も
 

の
 ▽

こ
れ
ま
で
商
工
会
議
所
の

経
営
指
導
を
受
け
て
い
る
方

▽
所
得
税
、
事
業
税
、
住
民

税

（
均
等
割
を
含
む
）
を
完
納

し
て
い
る
こ
と
な
ど
、
 

※
貸
出
限
度
 

一
〇
〇
万
円
以
下
（
運
転
資

金
は
五
〇
万
円
以
下
）
 

※
貸
出
期
間
 

二
年
以
内
。
無
担
保
、
無

保
証
人
 

※
金
利
 

年
七
督
 

△
市
道
路
線
の
認
定
 

△
水
道
事
業
会
計
継
続
費
精
算
 

報
告
書
 

（議
員
提
出
に
よ
る
議
案
）
 

△
原
子
爆
弾
被
爆
者
援
護
法
制
 

定
に
つ
い
て
の
意
見
書
提
出
に
 

つ
い
て
 

（
請
願
）
 

△
道
路
の
市
道
編
入
に
関
す
る
 

請
願
書
 

（
陳
情
）
 

△
ふ
ん
尿
、
ご
み
処
瑠
r
設
移
 

転
に
つ
い
て
の
陳
情
書
（
継
続
 

審
査
）
 修

学
資
金
の

予
約
貸
付
 

こ
の
資
金
の
貸
付
け
は
、
母

子
家
庭
で
明
春
四
月
高
校
、
大

学
、
各
種
学
校
な
ど
に
進
学
を

予
定
し
て
い
る
家
庭
で
、
経
済

的
に
本
資
金
の
貸
付
け
を
必
要

と
さ
れ
る
者
に
対
し
貸
付
け
を

行
な
う
も
の
で
す
。
該
当
す
る

と
思
わ
れ
る
方
は
、
十
一
月
一
「
 

十
日
ま
で
印
鑑
と
、
国
保
の
保

険
証
を
持
参
の
う
え
市
福
祉
事

務
所
福
祉
係
ま
で
 
お
出
く
だ

さ
い
。
 

、
9
月
市
議
会
定
例
会
 

⑥
市
税
条
例
の
改
正
等
き
ま
る
 

r
 



r
 

t
 

?
 

.
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鶏
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I
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三
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三
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三
一
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三
一
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i
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三
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一
三
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⑤  

讐鷲トゲノ撮影）のおしらせ 
地区名 月 	日 場 	所 時 	間 

川
瀬
井
岡
川
川

田
高
福
鶴
上
下
 
ケ
藻
藻
 

 

TTi加 
（月） 

小学校前 
神社前 
小笠原清衛宅前 
農協前 
農協倉庫前 
大川商店前 

乳20-9
0.00W-.-- 

10.50-j 
11.30-j 
3. 10- 
1.05-V 

. 50 
0.40 
1.20 
2.20 
4.00 
4,45 

一
 本
笠
 

野
 

石
ニ
唐
吹
米
水
富

岡
柳
柳
畑
田
尾
桝
  

11月13日 
（火） 

前
前
宅
 
前
  

0
5
5
5
0
0
5
 

。

J
 

…
 

・
 
・
 
・
 
 

.2
5
53
51
53
01
00
5
 

 

9
0
‘
ー
・
ー
コu
4
4
  

田
田
山
島
田
民
川

精
惣
内
支
一
「
爾
武

米
吉
与
所
又
前
宅

所
宅
市
前
路
 
前

寺
寺
小
松
米
公
中
  

9
0
・
ーh'
3
4
,
 

 一
 
 戸

田
田
中
崎
開
坪
打
崎
 

悪
宮
川
田
野
大
一
太
桃

代
 
野

刀
  

II月14日 
（水） 
高
橋
佐
左
エ
門
宅
 

渋
谷
六
郎
宅
前
 

外
崎
嘉
四
太
郎
宅
前
 

児
童
館
前
 

0
0
0
0
0
5
0
0
0
  

渋
谷
守
夫
宅
前
 

9
50,2

1,0
1,4
3

,
2

3,5
4,3
5,1
5,5

  

2
5
53
01
04
53
00
04
02
0
 

 

松
山
正
雄
宅
前
 

対
馬
静
賢
宅
前
 

山
形
豊
太
郎
宅
前
 

藤
森
幸
悦
宅
前
 

尻
石
中
前
馬
漆
十

無
畑
村
港
性
川
町
  

11月15日 
（木） 

農協前 
広瀬哲志宅前
小野千代造宅前
小野清美宅前
対馬堅一宅前
関原商店前
吉村商店前 

0-' 

.2003510
30
10
00 

ロ〕0

・ー・ー Q〕っり
4 

50300540
00
50
35 

ッ
団
 

一
「
要
猫姥
稲
広
 

谷
地
測
落
実
田
  

11月16日 
（金） 

坂本甚作宅前 
湊団地集会所前 
消防屯所前 
神社前 
消防屯所前 
警鐘台付近 

0'-' 。

J 

… 

・ ・ 

2
U000

0 

・
00
32・ー 

011

23
4 

9011Q
〕
4
5 

50503010

00
00 

七 ッ 館 
浅 	井 
山中泊 

井 
新 	宮 
新宮団地 

1 ~月19日 
（月） 

警鐘台付近
太田清助宅前
川山支所前
種井公民館前
新宮公民館前
団地集会所付近 

9,20-.-
0,10-j 
1,20.-. 
3,10-
3,50-
4,35..... 

0
0
0
0
0
0
  

0
0
2
3
4
5
  

U
5
・
ー
オ
】
ー

Q
〕
‘
ー
 

 

，
 

●
 
●
 
，
 

●
 
・
 

詰
田
崎
栄
富
門
 

沖
桜
中
共
長
毘
 
飯
 

沙
  

n月20日 
（火） 
沖
飯
詰
公
民
館
前
 

桜
田
公
民
館
前
 

〔
乙
‘
・

1
0
3
2
3
  

成
田
誠
一
宅
前
 

9
L
I
 フ
」
コu
4
 
 

＼
 
、
 
、
 
『
 

、
 
？
  

U
0
5
0
0
5
  

共
栄
公
民
館
前
 

長
富
公
民
館
前
 

泉
谷
市
議
宅
前
 

0
0
5
0
0
0
  

0
5
3
0
2
3
  

0
0
・
ー3
4
5
  

●
 

●
 
，
 

●
 
●
 
，
 
 

百日セキ、ジフテリア、破傷風の 

3種混合ワクチンの接種 

△対象 昭和47年 4 月 1 日から昭和48年 3 月31日まで生

まれた乳幼児。ただし、 4 週間あいだをおいて 3 回接種を受けな

ければなりません。 

昭和47年 3 月31日までに 3 回接種を受けた乳幼児はさらに 

1 回追加接種を受けてください。 

※当日は大変混みあいますので接種を受けにくる前に必ず乳幼

児の体温をはかってきてください。 

予防接種を受けにくるときは、お母さんが乳幼児をつれてきて

ください。 

お母さんでないときは、予防接種をことわるときもありますの

でご了承ください。 

地区名 接種所場 1 回 目 2 回 目 3 回 目 接種時間 

五小学区
中 
七 	和 
飯 	詰 
長 	橋 

栄 
梅 	沢 
毘沙門 
三 	好 
松 	島 
南小学区 

中央公民館 
中川支所 
七和支所 
飯詰支所 
長橋診療所 
栄支所 

沢支所 
沙門小学校 

三好診療所 
松島支所 
中央公民館 

月7日
月8日
月8日
月8日
月9日
月9日 

1月13日
月13日
月15日
月15日 
月22日 

2月 
2月 

1 2. 
2月 

12月 
2月 
2月 
2月 
2月 
2月 
2月 

日
日
日
日
日
日
叩
鍋
相
相
叩
  

［月
日
n
巨
召
一
［月
月
。E
な
夫
」上
F
h
Eノ
 
 

1
  

・

ー
●
ー・
ー・1
1
1・
ー・
ー・
ー〔
ノ‘2
2
  

0
1
1
1！
ー（b
6
8
8
3
2
4
  

日
日
日
日
日
日
日
日
日
日
日
  

『J

303

3U33

30

（さ 

000

0U0

00

000 

3

30

3

3333

333 

＼ 、 、 

？ 、 、 、 、 

、 、 、 

44 

444444

44 

300000303000
00
00
20
00
30 

生活環境 

パトロ・ール本部 

住みよし、 
環境づくりに 

戸か (5)1414 

訂
正
 

さ
き
に
配
布
さ
れ
て
い
た
五
所

川
原
都
市
計
画
用
途
地
域
素
案

の
う
ち
、
駅
裏
の
商
業
地
域
の

表
示
は
住
居
地
域
の
あ
や
ま
り

で
す
の
で
訂
正
し
ま
す
。
 



鷲 ふ」 

羊糾三 

鷲響4 響
輔
繭
 

電 

’緯も 

・

誹
「
 

麟
 

m
(
 

編
鰍
 

夢
 難

 

⑥ 

麟
緯
 

ま
ち
に
ま
っ
た
国
民
年
金
法

の
改
正
案
が
さ
る
九
月
十
八
日

犀
会
に
お

い
て
成

立
し
ま
し

た
。
国
民
年
金
制
度
が
始
ま
っ

て
か
ら
十
三
年
目
で
、
本
格
的

な
年
金
時
代
に
ふ
さ
わ
し
い
制

度
に
発
展
し
ま
し
た
。
な
に
よ

り
も
国
民
年
金
制
度
は
、
決
ま

っ
た
保
険
料
を
定
期
に
納
め
て

は
じ
め
て
こ
そ
老
後
の
生
活
の

さ
さ
え
に
な
り
ま
す
。
今
ま
で

の
間
に

免
除
さ
れ
て
い
る
も

の
、
さ
ら
に
未
納
に
な
っ
て
い

‘・

る
も
の
に
つ
い
て
、
も
う
一
度

た
し
か
め
、
早
め
に
納
付
し
て

く
だ
さ
い
。
詳
し
く
は
国
民
年

金
係
へ
お
た
ず
ね
く
だ
さ
い
。
 

今
回
の
改
善
さ
れ
た
内
容
は

次
の
と
お
り
で
す
の
で
、
み
ん

な
で
熟
読
し
て
く
だ
さ
い
。
 

拠
出
年
金
 

〇
年
金
額
が
引
き
上
げ
ら
れ
ま

し
た
。
（
四十
九
年
一
月
実
施
）
 

＠
老

齢
年

金
 

〇
二
十
五
年
保
険
料
を
納
め
た

場
合
は
年
額
二
十
四
万
円
（
 

現
行
九
万
六
千
円
）
 

〇
十
年
年
金
→
年
額
ー
十
五
万

円

（
現
行六
万
円
）
 

〇
五
年
年
金
→
年
額
九
万
六
千

円

（
現
行三
万
円
）
 

＠
通
算
老
齢
年
金
 

年
金
額
の
計
算
基
礎
額
が
【
 

，

」P
 
 

保
険
料
、
つ
ま
り
増
額
年
金
）
 

を
納
め
た
場
合
は
、
年
額
六
万

円
（
現
行
五
万
四
千
円
）
が
定

額
分
の
老
齢
年
金
の
額
に
上
積

み
さ
れ
ま
す
。
 

※
改
正
前
は
、
所
得
比
例
年
金
 

（増
額
年
金
）
と
も
い
っ
て
ま

し
た
が
四
十
九
年
一
月
か
ら
附

加
年
金
と
名
称
が
変
り
家
庭
の

主
婦
も
加
入
で
き
る
こ
と
に
な

り
ま
す
。
 

〇
既
裁
定
年
金
受
給
権
者
に
つ

い
て
も
昭
和
四
十
九
年
一
月
分

か
ら
引
き
上
げ
ら
れ
た
年
金
額

で
う
け
ら
れ
ま
す
。
 

⑨
あ
ら
た
に
ス
ラ
イ
ド
制
に
よ

る
年
金
額
の
自
動
改
定
が
と
り

入
れ
ま
し
た
。
 

物
価
の
変
動
に
応
じ
て
年
金

額
を
引
き
上
げ
る
ス
ラ
イ
ド
制

が
採
用
さ
れ
ま
す
。
こ
れ
は
、
 

年
度
平
均
の
消
費
者
物
価
指
数

が
五
者
以
上
変
動
し
た
と
き
、
 

そ
の
変
動
率
に
応
じ
て
年
金
額

を
自
動
的
に
改
定
し
よ
う
と
す

る
も
の
で
、
五
年
ご
と
の
再
計

算
に
お
け
る
年
金
額
の
改
定
と

は
別
に
行
な
わ
れ
ま
す
。
 

⑨
か
け
金
も
高
く
な
り
ま
す
。
 

・

定
額
分
の
か
け
金
は
→
月
九

百
円
（
改
正
前
五
百
五
十
円
 

）
 
に
、附
加
年
金
の
か
け
金

は
→
月
四
百
円
（
改
正
前
1
1
1
 

百
五
十
円
）
 に
、
五
年
年
金

の
か
け
金
は
→
月
九
百
円
（
 

改
正
前
七
百
五
十
円
）
 
にな

り
ま
す
。
 

こ
れ
ら
の
か
け
金
は
四
十
九

年
一
月
か
ら
引
き
上
げ
ら
れ

ま
す
。
 

⑥
再
開
さ
れ
た
 

五

年
年

金
 

高
齢
者
（
明
治
三
十
九
年
四

月
一
日
ま
で
に
生
れ
た
人
）
 

の
方
が
ひ
と
り
で
も
多
く
、
 

拠
出
制
の
年
金
を
う
け
て
貰

う
た
め
五
年
年
金
に
再
加
入

で
き
る
道
を
再
開
し
ま
し
た

〇
加
入
で
き
る
人
 

①
今
ま
で

拠
出
制
の

年
金

に
、
加
入
し
な
か
っ
た
人

②
十
年
年
金
、
五
年
年
金
の

加
入
を
途
中
で
や
め
た
人

・

な
ど
と
な
っ
て
い
ま
す
が
恩
 
 

し
た
。
 （
昭和
四
十
八
年
十

月
一
日
）
 

①
老
齢
福
祉
年
金
 

年
額
六
万
円
（
現
行
三
万
九

千
六
百
円
）
と
な
り
ま
す
。
 

②
障
害
福
祉
年
金
 

年
額
九
万
円
（
現
行
六
万
円
 

）
と
な
り
ま
す
。
 

⑧
母
子

（
準母
子
）
福
祉
年
金

年
額
七
万
八
千
円
（
現
行
五

万

一
千
六
百
円
）
 に
な

り
ま

す
。
 

※
四
十
九
年
一
月
か
ら
加
算

の
子
ひ
と
り
年
額
九
千
六

百
円
（
現
行
四
千
八
百
円
 

）
ふ
た
り
目
か
ら
年
額
四

千
八
百
円
加

算

さ
れ
ま

す
。
 

⑥
所
得
に
よ
る
支
給
制
限
が
緩

和
さ
れ
ま
し
た
。
 

福
祉
年
金
を
う
け
て
い
る
本

人
の
所
得
制
限
は
、
四
十
「
1
 

万
円
（
現
行
三
十
八
万
円
）
 

に
、
ま
た
福
祉
年
金
を
う
け

て
い
る
人
を
扶
養
し
て
い
る

扶
養
義
務
者
や
配
偶
者
の
所

得
制
限
額
（
標
準
六
人
世
帯
 

）
が
六
百
万
円
（
現
行
ニ
百

五
十
万
円
）
 
に
引
き
上
げ
ら

れ
ま
し
た
。
 

な
お
、
所
得
制
限
の
緩
和

は
、
四
十
八
年
五
月
に
さ
か

の
ぼ
っ
て
実
施
さ
れ
ま
す
。
 

⑨
併
給
制
限
が
緩
和
さ
れ
ま

し
た
。
 

戦
争
公
務
に
よ
り
扶
助
料
を

う
け
て
い
る
人
の
福
祉
年
金
 

の
支
給
は
大
尉
（
現
行
は
中

尉
）
ま
で
全
額
も
ら
い
る
よ

う
に
な
り
ま
し
た
。
 

ま
た
、
 一
般
の
公
的
年
金
な

ど
も
ら
っ
て
い
る
人
は
、
．そ

の
公
的
年
金
額
が
十
万
円
（
 

現
行
六
万
円
）
未
満
で
あ
る

と
き
は
十
万
円
と
公
的
年
金

額
と
の
差
額
が
も
ら
い
る
よ

う
に
な
り
ま
し
た
。
 

こ
れ
ら
支
給
制
限
の
緩
和
は

四
士
八
年
十
月
分
か
ら
実
施

す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
 

鶏
酬
妙付金
・
 

現
在
、
六
十
七
歳
か
ら
」
、げ
 

九
歳
（
明
治
三
十
七
年
嘱
 

二
日
か
ら
、
明
治
三
十
九
年

四
月
一
日
生
ま
れ
）
ま
で
の

お
と
し
よ
り
に
は
、
福
祉
年

金
に
準
じ
て
老
齢
特
別
給
付

金
を
四
十
九
年
一
月
か
ら
支

給
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た

年
金
額
は
、
四
万
八
千
円
 

（月
額
四
千
円
）
で
所
得
制

限
の
適
用
や
支
払
時
期
な
ど

は
老
齢
福
祉
年
金
と
同
じ
よ

う
に
あ
つ
か
わ
れ
ま
す
。
 

※
ニ
級
障
害
福
祉
年
金
 

従
来
障
害
福
祉
年
金
は
、
 

一
級
障
害
（
特
に
重
い
障
害
 

）
 に
該
当
す
る
人
だ
け
に
支

払
わ
れ
て
い
ま
し
た
が
、
今

回
の
改
正
で
二
級
障
害
（
一

級
ょ
り
も
少
し
軽
い
）
に
該

当
す
る
人
に
も
月
額
五
千
円

の
障
害
福
祉
年
金
を
政
令
で

定
め
る
月
か
ら
支
給
す
る
こ

と
に
な
り
ま
す
（
四十
九
年

一
月
実
施
を
目
途
と
す
る
予

定
）
 

以
上
、
今
回
改
正
さ
れ
た
国

民
年
金
制
度
の
主
な
内
容
で
す
 

が
、
こ
の
改
正
内
容
を
一
覧
に

し
て
み
ま
す
。
も
う
一
度
お
ょ

み
に
な
っ
て
自
分
の
も
の
の
国

民
年
金
に
 
した
い
と
考
え
ま

す
。
 

年

金
納
入

組
 

合
長

研
修
会

国
民
年
金
法
の
改
正
に
よ
り

そ
の
内
容
を
み
ん
な
の
も
の
に

す
る
た
め
、
年
金
係
の
方
で
来

る
十
一
月
六
日
、
午
前
十
票

ら
市
民
会
館
に
お
い
て
市
内
年

金
納
入
組
合
代
表
者
の
出
席
を

お
願
い
し
、
研
修
会
を
開
催
い

た
し
ま
す
。
 

（
注
）…
年
金
法
の
改
正
に

伴
な
い
金
融
機
関
を
通
し
て
保

険
料
を
納
め
て
い
る
方
は
、
第

四
期
分
に
つ
い
て
だ
け
、
各
支

所
窓
ロ
に
お
い
て
納
入
通
知
書

差
額
保
険
料
ら
ん
に
ゴ
ム
印
を

付
し
て
い
た
だ
き
納
入
す
る
こ

と
に
な
り
ま
す
の
で
間
違
い
の

な
い
よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
。
 

●

臓
繊
「
 

,
 

改
善
さ

れ
た
国
民
年
金
 

~ 



・

現
行
 
三
百
二
十
円
×
保
倹
 

料
納
付
月
数
 

r
 

・

改
正
後
 
八
百
円
×
保
険
料

納
付
月
数
 

斤

※
明
治
三
十
九
年
四
月
ニ
日
か

ら
明
治
四
十
四
年
四
月
一
日

ま
で
に
生
ま
れ
た
人
に
つ
い

て
は
特
別
に
八
百
円
を
千
一
一

百
円
で
計
算
し
ま
す
。
 

⑥
障
害
年
金
 

一
級
障
害
年
金
は
→
年
額
三

十
万
円

（
現
行
十
三
万
二
千

円
）
 

二
級
障
害
年
金
は
→
年
額
一
一

十
四
万
円
（
現
行
十
万
五
千

六
百
円
）
 

⑨
母

子
（
準
母

子
）
年
金
 

遺
児
年

金
 

年
額
二
十
四
万
円
（
現
行
十

万
八
百
円
）
 
にな
り
ま
す
。
 

※
加
算
の
子
ひ
と
り
に
つ
き

年
額
九
千
六
百
円
（
現
行

四
千
八
百
円
）
 

二
人
目
か
ら
は
年
額
四
千
 

八
百
円
加
算
さ
れ
ま
す
。
 

⑥
附
加

年
金
 

二
十
五
年
附
加
保
険
料

（
今

ま
で
所
得
比
例
と
あ
る
を
附
加
 

福
祉

年
金
 

＠
年
金
額
が
引
き
上
げ
ら
れ
ま
 

⑥

過
去
の
滞
納

し
た
か
け

金
も
納
め
ら
れ
ま
す
。
 

時
効
に
な
っ
て
、
納
め
た
く

て
も
納
め
る
こ
と
の
で
き
な

か
っ
た
古
い
か
け
金
の
た
ま

っ
て
い
る
人
は
、
昭
和
四
十

九
年
一
月
か
ら
昭
和
五
十
年

十
ニ
月
ま
で
の
間
に
、
月
額

九
百
円
で
納
め
る
こ
と
が
で

き
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
 

特
に
老
齢
年
金
を
う
け
る
に

必
要
な
期
間
分
を
納
め
て
い
な

い
人
は
、
こ
の
機
会
に
納
め
な

い
と
将
来
年
金
を
貰
う
こ
と
が

で
き
な
く
な
り
ま
す
の
で
必
ず

お
忘
れ
な
く
納
め
て
下
さ
い
。
 

給
ゃ
、
年
金
な
ど
を
う
け
て

い
る
人
や
、
他
の
公
的
年
金

制
度
に
加
入
し
て
い
る
人
は

の
ぞ
か
れ
ま
す
。
 

加
入
の
申
出
は
、
昭
和
四
十

八
年
十
月
か
ら
四
十
九
年
1
1
1
 

月
ま
で
の
間
に
行
な
わ
れ
ま

す
。
保
険
料
は
ー
カ
月
九
百

円
で
す
。
 

⑦
 

§蕪奉膏鯵のみな 
し期間分 
(6）時効消滅分 

（力 5年年金再開分 

：留 g 謂 9 0 0F9-臨2f7.,I)(4 91 	--1 る） 
・月 900円（納期限50年6月30日まで） 

・月 900円（特例納付できる期間49,1, 1-5 0 
, 	1 	2,3 	1) 
・月900円 

49,1~4・I 
9,12まで 
4 9 , 1~ 4 
9,12まで 

48,1 	0--' 
48,12 

※5年年金.0加入再開 

岬糞鑑a)引き上げ 
(1）老齢福祉年金 
(2）障害福祉年金 
(3）母子福祉年金、 

準母子幅祉年金 

"）既裁定年金受給者年金額 

・明治 39,4,2'-明治 4 4 、4, 1生れの者で、国民
年金以外他の公的年金制度から年金、恩給をうけてい
ないものや、国民年金の老齢年金通算老齢年金をうけ
ることができない者に、 1 人でも多く拠出の老齢年金
をうけてもらうため、加入の再開を行なった。 （申込
期日昭和，4 8, 1 0, 1 "4 9 .3月末日まで） 
※5年年金の受給権を、現在の 5年年金加入者と同

じくするため、再加入月以前の期間を、みなし加入期
間として、その期間の掛金を、納めてもらう、 ・再加
入月前後の掛金期間が 5年必要とする （昭和，49,1 
2月までは 1 カ月 900円） 

・年額 3万 9千6百円を 6万円に 
・年額 6万円を 9万円に 
1年額 5万 1千 6 百円を 7万 8千円に 
j ※加算の子 1人にっき年額 4千 8百円加算を 1人 

目 9千6百円に 2人目以上は 1人にっき 4千 8百円に 
・引き上げられた年金額がうけられる。 

昭和48年 1 
0 月 1 日実施
みなし期間分
の掛金の納付
期限は、昭和 
50年 6月 3 
0 日までとな
っている （ 1 
カ月 900円 
) 

昭和48年 1 
0月 1 日実施 

昭和49年 1 
月 1日実施 

※
 
所
 

和
緩
 
緩

緩
の
 
の

等
制
 
制

の
限
 

限

得
①
 
②

制
所
 
併
 

限
得
 
合
 
和
 
和
 

凄纏纂編講騒哩競勢誘円を60 

要易鰯静吊暴でを大尉までに緩和した。 
・普通扶助料 6万円を 10万円まで緩和した。 

昭和48年 5 
月分より実施 
昭和48年 1 
0月より実施 

※老齢特別給付金の新設 ・明治 37年 1月 2日～明治 39年 4月 1 日生まれの 
6 9'--6 7歳の者に年額 4万 8千円の福祉年金とみな
す老齢特別給付金をあらたに支給する。 
※ 5年年金再開分に加入しない明治39年 4月 2日 
～明治 44年 4 月 1日生まれの者にっいては、老齢
特別給付金の対象にいまのところしていないこと、 

昭和49年 1 
月 1日実施 
・70歳に達
すると老齢福
祉年金が支給
される 
・福祉年金証
書を使用する
予定 
・所得制限等
適用される 

※年金証書の担保 ・拠出年金証書を担保にすることができるようになっ
た。 
・担保扱い金融機関が別に怯律できめられる。 

実施月にっい 
ては別に法律 
で定められる 

年金法の改正によって、国民年金保険料は、昭和49年1月より月90o円になり1 
昭和48年度として・すでトこ被保険者,こ拳行1 ている納入通知書第4期分  ぐ1.2.3 

Eす。 
月分、 S .49.3 

引納期限）1,6り9円＜550円×3カ月＞は、とんど2,700円（900円×3ケ月） と改正、差額保険料と
して1,050円（350円×3カ月 ）は差額保険料空欄に市で統一したゴム印による金額が明示され
被保険者蒸これによつて納めることになります。また所得比例（増領年金）加入者、 5年年金等
も、そ処てれ,声碩保険料空欄に市の統一したゴム印で金額を明記し納めることになります。 
この差狽保険科の記入は、各支所、市役所（年金係）で行なアていますので4期分を納付する前 
に提示するようお願いします。 	 ‘ 

国民月三金ロミのー一都改止内容一覧（48,9,18国会成立26日全 ,布） 

改正事項 改 	正 	内 	容 摘 	要 
※拠出年金関係 
1 、年金額等の引き上げ 
(1）老齢年金 

10年年金 
5年年金 
25年年金 

(2）障害年金 
1 級障害 
2級障害 

(3）母子．準母子．遺児年金 

(5）死亡一時金 

・年額 6万円を 15万円に (2. 
・年領 3万円を 9万 6千円に（, 
・年額 15万円を30万円にで
※定額分 9万6千円を24方~ 

付加分（これまで増額年金
いた） 5万4千円を 6万円に 

題13亙 2壬円生旦 0万円に (2.3倍アップ） 
額 19万 5壬旦百円を 24万可に（乞3肩ア；プ） 
狙lUllど申門をごz4力円にロ.4倍アップ） 
加算のfl人にっき年額4,800円を、 1 人目9 600 
、2人目以上 1 人にっき4,800円に 

壇舞11 5 難14千円｝編芳7＋篇未 
‘賞玲権煮であ？ても、年金をうけないで死亡した

ときは死亡一時金がうけられるよう改めぢttだ一 

年
施
 

満
児
が
い
な
 
請
た

一
ら
  

1
4I
 

議

臓
謡
鍵
鷲

h
 
 

9
実
 
．
こ

戻
ソ
な
算
 
定
し
亡
け
 

昭
月
 

ー
 
子
2
人
き
 
年
中
き
金
る
 ※保険料の引き上げ 

(1）定額分 

(2）付加年金 

・月 550円を .9 	円に G1.倍アップ） 
※49年 1月以降前納者には差額納付させないで逆 
に期間をっめる充当措置がとられる 
・月350円を 4440 U 円に GI.倍アップ） 

49,1-
9,12ま‘ 

49,1~ 



織
 

裂
 

『U
君
）
）
ル
 

護
）
臨
 

鷲
 

県
主
催
の
四
十
九
年
第

一
回
 

五所川原総合高等職業訓練校では、四十九年度の訓練生を募集して

います。 

ン募集人員 機械科（機械専攻）、機械科（仕上専攻）、電子機器

科、配管科、板金科、溶接科各ニ十五人、計百五十人。 レ受験資格

中卒以上の学力を有する者 レ訓練期間 各科ともニカ年 ン提出書

類 （当校規定のもの）入校願書、身上書、写真（二枚）、身体検査

書、調査書 ＞願書の受付 十一月一日（木）～十一月三十日（金） 

まで。三十日消印有効（郵送可） レ選考日 四十八年十二月十二日 

（水）午前九時から レ選考方法 筆記試験（国語、数学、理科）、 

面接試験 レ合格発表 十ニ月十九日 （水）。本人、出身校に通知す

る。 ン入校日 四十九年四月六日。なお、入校中の経費や寄宿舎な 

’ど、詳しくは当校（電話〇一七三三⑦二〇二四番）へ 

⑧
 

堆
肥
の
共
虜
会
 

市
で
は
、
四
十
八
年
度
の
堆

肥
生
産
共
励
会
を
お
こ
な
い
ま

す
の
で
、
参
加
さ
れ
る
農
家
は

十

一
月
十
五
日
ま
で
市
農
林
課

に
申
し
込
み
書
を
提
出
し
て
く

だ
さ
い
。
 

審
査
は
、
十
二
月
上
旬

（
積

雪
に
よ
り
変
更
あ
り
）
 に
お
こ

な
い
ま
す
。
審
査
は
水
田
の
耕

作
面
積
、
堆
肥
盤
、
被
覆
の
有

無
、
積
込
量
、
腐
熟
の
程
度
な

ど
を
対
象
と
し
ま
す
。
 

補
助
も
 

市
で
は
、
こ
と
し
も
堆
肥
に

費
ょ
る
良
質
米
づ
く
り
を
推
進
す

る
た
め
、
堆
肥
生
産
農
家
に
補

助

（
補
助
対
象
経
費
の
五
割
以

内
）
し
ま
す
。
 

堆
肥
を
つ
く
っ
て
補
助
を
受

け
よ
う
と
す
る
農
家
は
、
補
助

金
交
付

申
請
書
、
事
業
計

画

書
、
収
支
予
算
書
を
市
農
林
課

に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
 

電
報
電
話
局
で
は
、
ひ
と
り

暮
し
の
お
と
し
よ
り
や
母
子
家

庭
な
ど
か
ら
電
話
の
加
入
申
し

込
み
を
受
け
ま
す
と
、
優
先
し

て
お
つ
け
す
る
こ
と
に
な
り
ま

し
た
。
 

対
象
と
な
る
の
は
、
六
十
五

歳
以
上
の
お
と
し
よ
り
で
、
ひ

と
り
暮
し
の
方
。
未
成
年
者
、
 

寝
た
き
り
の
配
偶
者
、
心
身
障

害
者
な
ど
と
生
計
を
と
も
に
す

る
方
。
母
子
家
庭
。
ま
た
公
害

病
認
定
患
者
、
心
身
障
害
者
、
 

身
体
障
害
者
の
後
見
人
ま
た
は
 

「，
 
 

親
権
者
。
 

▽
架
設
の
費
用

加
入
料
、
設
備
料

債
権
の
引
き
受
は
一

般
の
場
合
と
同
じ
で

す
。
 

▽
必
要
な
書
類

住
民
票
、
身
体
障
 

害
者
手
帳
な
ど
 

詳
し
く
は
、
五
所
川
原
局
④

ニ
〇
〇

一
番
に
お
た
ず
ね
く
だ

さ
い
。
 搬

灘
（麟
 

農
業
者
年
金
の
一
時
金

（
離
農

給
付
金
）
 は
、
 一
定
の
要
件
を

満
た
し
、
離
農
し
た
農
業
者
に

支
給
さ
れ
ま
す
。
 

一
定
の
要
件
と
は
、
①
離
農

す
る
ま
で
、
引
き
続
き
五
年
以

上
農
業
に
従
事
し
て
き
た
二
十

歳
以
上
の
経
営
主
で
、
最
後
の

農
地
を
処
分
し
た

一
年
前
の
日

に
三
十
ァ
ー
ル
以
上
の
自
己
名

義
の
農
地
な
ど
を
所
旨
し
て
い

た
こ
と
②
そ
の
農
地
を
農
地
と

し
て
離
農
者
の
世
帯
員
以
外
の

農
業
者
年
金
の
被
保
険
者
、
」ハ
 
 

青
森
県
保
母
試
験
は
、
次
の
日

程
で
お
こ
な
い
ま
す
。
 

▽
期
日
 
四
十
九
年
一
月
九

日

（
水）
 か
ら
十

一
日
 （
金
）
 

ま
で
の
三
日
間
 

▽
場
所
 
青
森
「
明
の
星
高

校
」
 

▽
受
験
申
込
み
 

四
十
八
年
十

一
月
十
五
日

（
 

木
）
か
ら
同
十
二
月
七
日

（
金
 

）
ま
で
 

な
お
、
詳
細
に
つ
い
て
は
、
 

市
福
祉
事
務
所

（
⑤
ニ
一
一
一

番
）
 に
お
間
い
あ
わ
せ
く
だ
さ

い
。
 

十
歳
未
満
の
農
業
者
年
金
の
加

入
資
格
要
件
に
相
当
す
る
経
営

規
模
を
有
す
る
者
と
、
農
業
生

産
法
人
な
ど
に
譲
り
渡
す
こ
と

で
す
。
 

離
農
給
付
金
は
、
三
十
五
万

円
支
給
と
十
五
万
円
支
給
の
ふ

た
と
お
り
あ
り
ま
す
。
農
地
を

処
分
す
る
場
合
十
ァ
ー
ル
ま
で

は
自
留
地
と
し
て
手
許
に
残
す

こ
と
が
で
き
ま
す
。
 

離
農
を
決
意
さ

れ
た

と
き

は
、
市
農
業
委
員
会
（
本
庁
四

階
、
電
話
⑤
二

一
一
一
番
）
 へ
 

ザ
 

人
権
擁
護
委
員
の
平
山
ス
ユ

さ
ん
廿
布
屋
町

一
九
井
は
、
十

月
三
日
熊
本
市
で
開
か
れ
た
第

二
十

一
回
全
国
人
権
擁
護
委
員

連
合
会
の
総
会
で
長
年
人
権
擁

護
委
員
と
し
て
、
人
権
の
擁
護

と
人
権
思
想
の
普
及
に
貢
献
さ

れ
た
功
績
で
全
国
人
権
擁
護
委

員
連
合
会
長
か
ら
表
彰
さ
れ
ま

し
た
。
 

移
動
消
費
生
活
 

セ
ン
タ
ー
開
催
 

市
で
は
、
県
消
費
生
活
セ
ン
 

タ
l
と
共
催
で
次
の
日
程
で
開
 

き
ま
す
。
 

▽
場
所
 
本
町
「
中
三
」
デ
パ
 

ー
ト
五
階
 

▽
期
日
 
十

一
月
十
三
、
十
四

の
両
日
、
午
前
九
時
か
ら

▽
展
示
品
 
米
、

農
薬
、

食

糧
、
衣
料
、
洗
剤
の
各
コ
ー
ナ
 

ー
を
は
じ
め
、
商
品
分
析
テ
ス

ト
、
苦
情
相
談
所
も
開
設
し
ま

す
。
 

おしらせ 

離
農
す
る
と
 

一
時
金
を
支
給
 

r
 

,
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